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● 生命保険に関する相談では、「親が保険内容を理
解していない」と感じているご家族からの相談が
多い。ご家族同席による説明が、一層重要になっ
てくる。
● 大きな苦情に発展させないためにも、初期対応が
大事である。迅速かつお客さまに寄り添った対応
を続けて欲しい。

● 寄せられる苦情は、お客さまのニーズと若干ずれている場
合や、お客さまへの寄り添い方が少し足りなかった場合な
ど、本当に些細なことがきっかけであることが多い。
●  人と人とのつながりが希薄になっている時代だからこそ、正
しく理解してもらうための丁寧な説明とフォロー体制が必要
である。
● お客さまに対して積極的に情報提供を行い、消費者教育の
担い手となってもらいたい。

●消費者相談事例を聴いて、お客さま対応においては、迅
速かつ丁寧に寄り添うことが大切だと感じた。

● 各社の様々な取組みやルールを知ることができた。特
に高齢者対応について、各社ともに厳しい水準で取り組
んでいることがわかった。

● 苦情事例の共有により未然防止に努める取組みはもとよ
り、お客さまからの「感謝の声」を共有することで、前向き
な活動につなげる取組みも大切だと感じた。

●高齢者対応では、聞き取りやすい声で分かりやすく説明
することや、ご家族の理解を得ることで苦情が減らせる
と思った。
● お客さまに商品内容を理解してもらおうとするあまり、細
かな説明をしたことでクレームになるという場合もあり、
判断が難しいと感じた。

● 各拠点に苦情専門スタッフを配置している会社があるこ
とを知り、非常に先進的な取組みだと感じた。
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お客さまの理解度に合わせた説明と、
　　　　　定期フォローで苦情を防止しよう！

お客さまに安心をお届けしよう！
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　4月26日の同志社大学では、「総労働時間の短縮と
ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組み」をテー
マに講義を行いました。生保産業の紹介や、仕事内容、
生保労連の活動等について触れ、ワーク・ライフ・バラ
ンスの必要性を分かりやすく説明しました。

　5月28日の中央大学では、「生保産業における男女共
同参画・仕事と生活の両立に向けた取組み」をテーマに
講義を行いました。男女がともに働きやすい職場づくり
を実現するための取組み事例を挙げ、自身の経験も踏
まえながら学生たちに説明しました。

ֶੜͨͪʹ͘ޠΔถా෭ҕһ⾣� ֶੜ͔Βͷ࣭ʹ͑Δখࢁ෭ॻه⾣�

�̨ϦʔϑϨοτʮࣗΒ͠
͘ੜ͖ΔͨΊʹʂʯ

連合寄付講座で、米田副委員長・小山副書記長が講義

同志社大学の様子 中央大学の様子

生保産業の仕事や働き方について学生たちに語る

◆生命保険と損害保険の違いや、対面で商品説明を行うことの重要性を理解できた。
◆働き方改革について、企業の具体的な取組み事例を聴くことができて、非常に参考に
なった。
◆ワーク・ライフ・バランスの推進は、女性の働きやすさの向上や活躍促進につながり、
そのことが、新たな労働力を生み、現状の人手不足や経済の停滞などの課題を解決す
るのではないかと思った。

◆生保労連では男女がともに輝ける職場をめざしていることが分かり、生保業界について
もう少し調べてみたいと思った。
◆生保業界では、女性が働きやすい環境づくりに向けて様々な取組みが行われていることを
知った。これから、ますます働き方が変わっていく中で、男性も育児休暇の取得や時短勤務
を行うようになっていくことが、仕事と生活の両立に向けた第一歩なのではないかと思った。
◆社会人になるにあたっての心構えをアドバイスいただけて良かった。
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　生保労連では、生保産業や労働組合の役割について理解浸透・拡大をはかるため、連合の関連団体・教育文化協会が実施する「連合寄付講座」等に講
師を派遣しています。4月26日には同志社大学で米田副委員長が、5月28日には中央大学で小山副書記長が学生たちに講義を行いました。講義では、
生保産業におけるワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組みや、男女共同参画の重要性等について、自身の経験談や生保労連の取組み等を交え
ながら説明しました。また、リーフレット「自分らしく生きるために！」を活用し、学生たちに生活設計の重要性を伝えました。

　6月の連合男女平等月間にあわせ、6月4日に金
融四単産（生保労連・損保労連・市銀連・全信連）
主催で「女性組合員交流会」を開催し、生保労連か
らは10組合30名が参加しました。
　第1部では、「今の自分を超える」をテーマに、
元アナウンサーの菊

き く ま
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乃弁護士から、自分らし
く生きるためにどう行動すべきか、ご自身の経験
を基にご講演いただきました。
第2部の交流会では、参加者同士が産業・組合

の枠を越え親
睦を深めると
ともに、単組
における男女共同参画の取組みについて報告がありまし
た。生保労連からは住友労組の坂迺邉中央執行委員が「住
友労組における女性参画に向けた取組み」について報告し
ました。
また、交流会前には昨年に引き続き「女性役員意見交換
会」が開催され、女性役員同士が個人ワーク・グループワー
クを通じて、女性組合員が働きやすい職場づくりと、自身
の役割等について意見交換を行いました。
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講演のポイント
＜自分を知る＞
● 自分に注目し、自分の感情を掘り下げ自分を知る
●自分の基準で、自分の心に従う
●自分を大切にできるからこそ、人を大事にできる
＜自分らしい目標設定＞
● 「自分がどうなりたいのか、どうしたいのか」を具体的に想像し、細かく目標を
たてることが重要
＜自分らしい行動戦略＞
● 目標を達成するためには、作戦を立てることが9割、残りの1割は行動あるのみ！

◎６月は男女共同参画について考えよう！
「男女雇用機会均等法」や「男女共同参画社会基本法」の制定日が6月であることにちな
んで、厚生労働省や内閣府では6月を男女共同参画への理解を深める月としています。
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金融産別の女性組合員が男女共同参画実現に向けた課題を共有




